
 

 

 

 

１ 大会主題 

多様な人々とつながり、幸せや豊かさを感じて生きる子どもたちの育成 

～誰もが主体者として活躍できる場づくりと切れ目ない支援の充実～ 

 

２ 趣  旨 

 将来の予測が困難な時代に、未来に向けて自らが社会の創り手となり、持続可能な社会を維持・発展さ

せていく人材を育てることや、多様な個人それぞれが幸せや生きがいを感じるとともに、地域や社会が

幸せや豊かさを感じられるものとなるよう、教育を通じてウェルビーイングを向上させることが求めら

れている。これは障がいの有無にかかわらず全ての児童生徒に求められることである。 

 そこで、本大会では、大会の主題を「多様な人々とつながり、幸せや豊かさを感じて生きる子どもたち

の育成～誰もが主体者として活躍できる場づくりと切れ目ない支援の充実～」と設定した。子どもたち

に未来への夢や希望を大きく育む支援の充実を追求する中で、私たち教師が、就学前や卒業後の関係機

関との連携、保護者や医療、福祉、行政等の関係機関との連携を一層強化し、児童生徒をより多面的に支

えていくことについて今後のあり方を各県の皆様と研究協議を深め、子供たち一人一人が幸せや豊かさ

を感じる人生を歩むための特別支援教育の更なる発展・充実につながる大会をめざしている。 

 

３ 主  催  全日本特別支援教育研究連盟  東海北陸地区特別支援教育研究協議会  

岐阜県特別支援教育研究部会 

 

４ 後  援  岐阜県教育委員会     愛知県教育委員会     名古屋市教育委員会   

三重県教育委員会     富山県教育委員会        福井県教育委員会 

静岡県教育委員会       浜松市教育委員会         石川県教育委員会 

岐阜市教育委員会        岐阜県小中学校長会      岐阜県小学校長会   

岐阜県中学校長会          岐阜県小中学校教育研究会  岐阜県特別支援学校長会   

岐阜県特別支援学級通級指導教室設置校校長会    東海北陸手をつなぐ育成会協議会 

岐阜県手をつなぐ育成会 （公財）日本教育公務員弘済会岐阜支部 （公社）岐阜教育会  

 

５ 期  日  令和７年７月３０日（水）・３１日（木） 

 

６ 会  場  第１日目（全体会）  じゅうろくプラザ （JR岐阜駅 西へ徒歩２分） 

第２日目（分科会）  じゅうろくプラザ    〔 第２・４・７分科会 〕 

岐阜市文化センター   〔 第１・５分科会 〕 

ハートフルスクエアーＧ 〔 第３・６分科会 〕 

 

７ 参 加 者  東海北陸地区特別支援教育関係者   

 

８ 参 加 費  ４，０００円（資料代含む） 

 

第４７回 東海北陸地区特別支援教育研究大会 岐阜大会 
令和7年度 岐阜県特別支援教育研究部会 県大会 

―第２次案内― 



９ 日  程 

【 第１日目 ７月３０日（水） 】 

   ８：３０               １１：００   １２：００ １２：２０ １３：００ １３：２０   １4：００   １４：３０  １４：４５        １５：４５  １６：００ 

 
第２回役員

運営研究会  受付  開会式 全体会 休憩 講演会 諸連絡 

 

【 第２日目 ７月３１日（木） 】 

  ８：３０    ９：００   ９：2０       １１：３5         

分科会打合せ 
分科会  

 受付 

 

 

１０ 全 体 会   岐阜県の特別支援教育の現状と課題 

 

１１ 講  演   演題 「異彩を、放て。」 

講師 株式会社ヘラルボニー ウェルフェア事業部責任者 神 紀子（じん のりこ）様 

▼講師プロフィール   

2009年に株式会社リクルートに入社し、新規事業推進に携わる。2017年に株式会社グ

ロービスへ転職し、人材・教育領域で経験を積むと同時に、グロービス経営大学院にて

MBA を取得。30 歳の時にフィリピン留学と世界一周を経験し、社会の不平等や自身の

アンコンシャスバイアスに直面したことをきっかけに、ソーシャルビジネスの道を志し、

2023年ヘラルボニーのミッションに共感し、ウェルフェア事業部の立ち上げ責任者として参画。2024年に筑

波大学インクルーシブリーダーズカレッジを修了。企業や自治体と連携しながら DIVERSESSION PROGRAM

を通じて、共生社会の実現に取り組む。 

１２ 分科会テーマ・協議内容・担当者一覧   

 
分科会 テーマ 協議内容  提案者 司会者 助言者 

１ 

支援体制

（地域・ 

  校内） 

・地域・学校間に

おける連携や支

援体制のあり方 

・校内における支

援体制のあり方 

・学校間及び地域・関係機関との連携 

・特別支援教育コーディネーターの役割 

・校内支援体制の整備 

浜松市 
浜松市立笠井小学校 

教諭 永田 豪 

浜松市立水窪小学校 

教諭 小栗 志介 

浜松市教育委員会教育センター 

指導主事 中村 啓太郎 

岐阜県 
飛騨市立古川中学校 

教諭 澤上 大貴 

飛騨市立神岡中学校 

教諭 岩 優子 

高山市立新宮小学校 

校長 脇田 裕子 

２ 教科学習 
・豊かに生きる力

を育む教科指導 

・主体的に学習に取り組むための授業のあり方 

・生活に結び付き、個の資質や能力を伸ばす効果的な指導の工夫 

三重県 
度会郡度会町立度会小学校 

教諭 出口 美春 

度会郡玉城町立田丸小学校 

教諭 出口 智規 

三重県教育委員会特別支援教育課 

充指導主事 中澤 賢二 

岐阜県 
各務原市立那加第一小学校 
教諭 髙木 史子 
教諭 加藤 浩行 

各務原市立川島小学校 

教頭 福田 大治 

岐阜市教育委員会学校指導課 

主査 豊吉 章孝 

３ 生活 

・主体性を伸ばし

自立した生活を

目指す指導 

・主体的に活動に取り組む指導の工夫 

・生活の基礎をつくり、生活を高める指導の工夫 

愛知県 
岡崎市立矢作南小学校 

教諭 空中 健一 

岡崎市立甲山中学校 

教諭 博多 圭子 

岡崎市立山中小学校 

教頭 鈴木 巨裕 

岐阜県 
関市立下有知小学校 

教諭 横山 侑也 

郡上市立川合小学校 

教頭 桑田 香織 

岐阜県教育委員会岐阜教育事務所 

教育支援課課長補佐 洞口 美樹 

４ 作業・進路 

・社会参加と進路

実現を目指した

指導と支援 

・主体的な進路選択のためのキャリア教育のあり方 

・地域資源を活用した作業学習のあり方 

・関係機関との連携の促進 

福井県 
福井県立福井南特別支援学校 

教諭 揚原 みさと 

鯖江市惜陰小学校 

教諭 宮本 あす葉 

福井県教育庁高校教育課 

主任 池田 和義 

岐阜県 
垂井町立不破中学校 

教諭 小山 直美 

垂井町立東小学校 

教諭 中村 薫 

岐阜市教育委員会学校指導課 

主査 辻 香子 

５ 
発達障害 

（小学校） 

・一人一人の教育

的ニーズに寄り

添う支援の工夫 

・個別の教育的ニーズの把握と指導や支援の工夫 

・学習支援とＩＣＴ等を活用した教育環境整備の工夫 

・発達に応じた他機関との連携 

富山県 
富山市立蜷川小学校 

教諭 深山 大輔 

富山市立杉原小学校 

教諭 高地 松美 

富山市立藤ノ木小学校 

教頭 小櫻 昌子 

岐阜県 

美濃加茂市立山手小学校 
教諭 佐合 みさき 
美濃加茂市立古井小学校 
講師 廣江 めぐみ 

御嵩町立御嵩小学校 

教諭 名倉 さおり 

岐阜県教育委員会特別支援教育課 

課長補佐 林 幸代 

６ 
発達障害

（中学校） 

・一人一人の教育

的ニーズに寄り

添う支援の工夫 

・個別の教育的ニーズの把握と指導や支援の工夫 

・学習や進路選択の支援とＩＣＴ等を活用した教育環境整備の工夫 

・発達に応じた他機関との連携 

名古屋市 
名古屋市立植田小学校 

教諭 原 暁良 

名古屋市立西特別支援学校 

主幹教諭 太田 栄三郎 

名古屋市立西特別支援学校 

校長 森 浩隆 

岐阜県 
岐阜市立草潤中学校 

教諭 澤田 美由紀 

岐阜市立草潤中学校 

教諭 栗本 ゆかり 

岐阜市教育委員会学校指導課 

主査 神山 典子 

７ 
交流及び 

共同学習 

・共生社会に生き

る力を育む交流

及び共同学習 

・豊かなかかわりを育む交流及び共同学習のあり方 

・ねらいを明確にし、組織的に行う交流及び共同学習のあり方 

石川県 
金沢市立中央小学校芳斎分校 

教諭 浅田 賢宏 

金沢市立戸板小学校 

教諭 大井山 恵 

石川県教育委員会事務局学校指導課 

主任指導主事 松本 学 

岐阜県 
恵那市立大井第二小学校 

教諭 中村 美香 

恵那市立大井小学校 

教頭 髙森 恵 

岐阜県教育委員会特別支援教育課 

課長補佐 高橋 雄一 

オープニング 13:00～13:20 

講師 Ardian Sumarwan先生(インドネシア教育大学KABUMI指導者) 

   鈴 木 祥 隆 先生 (岐阜大学教育学部特別支援教育講座 助教) 

高等部の生徒や会場の皆さんでアンクルンの演奏をします 

オープ 

ニング 



【参加申込み】詳細は別紙の「申込要項」をご覧ください。 

（１）申込み方法 

右のQRコードを読み取り、参加入力フォームからお申込みください。 

お申込みされる方お一人ずつ手続きをお願いします。 

（一人の申込者による複数人の参加申込みはできません。） 

（２）申込み期間 

５月２６日(月)～６月３０日(月) 

※申込み後、７月７日(月)までに参加費をお振込みください。詳細は申込要項をご覧ください。 

 

【その他】 

（１）受付方法について、会場に掲示するQRコードを読み込み、「申込番号」と「お名前」を入力して

いただきます。申込み時に発行される参加券などを印刷するかダウンロードし、当日ご持参され

ることをおすすめします 

（２）本研究大会の撮影・録音・録画等はご遠慮ください。 

（３）本研究大会事務局員が会場にて撮影した写真及び映像は、広報資料等に使用し公表することがご

ざいますので、あらかじめご了承ください。 

 

【 アクセス 】  

   

 

 

 

 

 

 

 

第４７回 東海北陸地区特別支援教育研究大会岐阜大会 事務局 
      岐阜市立岐阜特別支援学校  大木 智子 
      〒５０１－０４３１ 岐阜市小西郷三丁目１２０－２ 

TEL ：（０５８）２３９－２８２１   
FAX ：（０５８）２３４－０９０６ 

 E-mail ： gifutokushi@sne.gifu-gif.ed.jp 

 

 

 

［１日目：全体会］ 

［２日目：第 2・４・７分科会］ 

じゅうろくプラザ（岐阜市文化産業交流センター） 

岐阜市橋本町 1丁目 10番地 11 

 

 

 

［２日目：第３・６分科会］ 

ハートフルスクエアーＧ 

岐阜市橋本町 1丁目 10番地 23 

 

 

 

［２日目：第１・５分科会］ 

岐阜市文化センター 

岐阜市金町 5丁目7番地 2 

mailto:gifutokushi@sne.gifu-gif.ed.jp

